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7
エ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
域
圏
　
(
R
e
g
i
o
n
)
　
の
現
状
と
課
題

-
　
第
三
の
地
方
政
治
・
行
政
段
階
の
　
「
独
自
性
」
を
め
ぐ
っ
て
　
-
　
(
一
)

川
　
崎
　
信
　
文

:
、
J
i
'
蝣
_
j
蝣
i
f
-
こ

1
　
地
域
圏
の
政
治
・
行
政
制
度

(
-
)
　
地
域
圏
議
会
の
構
成

(
2
)
　
地
域
圏
の
行
政
組
織

(
3
)
　
地
域
圏
の
イ
メ
ー
ジ
　
(
以
上
本
号
)

二
　
地
域
圏
の
政
策
活
動

(
-
)
　
地
域
圏
の
権
限
領
域

(
2
)
　
地
域
圏
の
財
政
状
況

(
-
)
　
国
の
統
制
の
残
存

(
4
)
　
自
治
体
間
の
競
争
と
「
後
見
監
督
」

む
す
び
に
か
え
て

は

　

じ

　

め

　

に

1
九
九
二
年
三
月
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
八
六
年
に
次
ぐ
二
回
目
の
地
域
圏
議
会
　
(
C
o
n
s
e
i
l
R
e
g
i
o
n
a
l
)
　
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
社
会
党
と
保

守
連
合
(
D
Q
f
c
-
O
i
c
u
&
i
)
の
敗
北
お
よ
び
停
滞
と
、
そ
れ
と
は
対
照
を
な
す
よ
う
な
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
お
よ
び
極
右
勢
力
の
国
民
戦
線
の
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(
-
)

躍
進
が
伝
え
ら
れ
た
。
1
九
八
1
年
に
ミ
ッ
テ
ラ
ン
社
会
党
政
権
発
足
が
発
足
し
、
翌
八
二
年
三
月
の
地
方
分
権
化
法
(
正
式
に
は
『
市
町

I
・
.
;

村
、
県
お
よ
び
地
域
圏
の
権
利
と
自
由
に
関
す
る
法
律
』
)
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
「
地
域
圏
(
R
e
g
i
o
n
)
」
の
普
通
地
方
公
共
団
体
の
昇
格

は
、
八
六
年
の
地
域
圏
議
会
選
挙
に
よ
っ
て
少
な
-
と
も
制
度
的
に
は
完
成
し
た
。
以
後
ほ
ぼ
六
年
を
経
過
し
て
い
る
が
、
今
日
そ
の
選
挙
結
果
は
全

国
1
斉
の
市
町
村
議
会
選
挙
と
な
ら
ん
で
、
国
政
に
関
す
る
民
意
の
動
向
を
表
現
す
る
重
要
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
O

と
こ
ろ
で
、
今
年
(
九
二
年
)
は
八
二
年
法
の
成
立
か
ら
十
年
目
に
あ
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は
こ
の
政
策
全
般
に
つ
い
て
の
評
価
が

l

・

.

I

,

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

7

[

行
わ
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
の
議
論
の
軸
は
極
め
て
多
様
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
地
域
圏
を
対
象
と
し
て
特
に
そ
の
「
独
自

性
(
s
i
n
g
u
l
a
l
i
t
e
)
」
、
あ
る
い
は
ま
た
従
来
の
地
域
圏
の
制
度
化
の
歴
史
の
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
国
お
よ
び
県
会
と
い
う
双
方
向
か
ら
の
「
自

律
性
　
a
u
t
o
n
o
m
i
e
)
」
の
獲
得
の
過
程
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
制
度
と
活
動
の
特
質
を
概
観
し
、
「
単
1
国
家
」
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
制
度

に
お
い
て
、
市
町
村
(
C
o
m
m
u
n
e
)
、
県
(
D
e
p
a
r
t
e
m
e
n
t
)
に
次
ぐ
こ
の
地
方
政
治
・
行
政
の
第
三
の
段
階
が
し
め
る
位
置
に
つ
い
て
若

干
の
検
討
を
行
い
た
い
.
も
と
よ
り
国
民
国
家
、
と
り
わ
け
単
丁
国
家
(
u
n
i
t
a
r
y
s
t
a
t
e
)
に
お
け
る
自
治
体
の
「
自
律
性
」
は
常
に
相
対

的
な
も
の
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
へ
本
稿
に
お
い
て
こ
う
し
た
視
点
を
採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
'
さ
し
あ
た
り
つ
ぎ
の
よ

う
な
二
つ
の
問
題
状
況
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
地
域
圏
と
い
う
第
三
の
段
階
の
創
設
は
、
一
方
で
こ
の
改
革
の
実
施
以
前
か
ら
行
政
事
務
の
複
雑
化
と
官
僚
制
の
肥
大
化
を
生
じ

(
5
)

さ
せ
る
も
の
と
し
て
持
続
的
な
批
判
の
対
象
と
な
り
へ
他
方
で
い
わ
ば
そ
の
系
論
と
し
て
、
県
と
地
域
圏
と
い
う
二
つ
の
中
間
団
体
の
間

で
な
ぜ
二
者
択
一
的
選
択
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
従
っ
て
ま
た
そ
の
結
果
、
地
域
圏
は
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
政
治
・
行
政
シ
ス
テ
ム
の

中
で
独
自
の
存
在
た
り
う
る
の
か
、
あ
る
い
は
こ
の
段
階
に
お
い
て
従
来
の
地
方
政
治
あ
る
い
は
国
政
の
単
純
な
反
映
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

リ
b
d
:

自
律
的
な
「
政
治
社
会
の
構
造
化
」
を
達
成
し
う
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
い
は
法
案
の
起
草
段
階
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
〓
具
し
て
提

出
さ
れ
続
け
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
も
八
三
年
以
降
の
権
限
移
転
に
伴
な
う
国
の
出
先
機
関
の
権
限
お
よ
び
職
員
の
分
割
・
移
転
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は
、
量
的
に
見
れ
ば
も
っ
ぱ
ら
県
の
レ
ベ
ル
で
大
規
模
に
実
施
さ
れ
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
こ
の
改
革
の
実
質
的
な
「
恩
恵
」
を
受
け
た

(
7
)

の
は
県
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
得
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
伝
統
的
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
実
施
権
限
を
保
持
す
る
国
の
出
先

機
関
が
編
成
さ
れ
る
の
は
主
と
し
て
県
の
段
階
で
あ
り
、
地
域
圏
は
む
し
ろ
研
究
・
調
査
、
あ
る
い
は
県
段
階
以
下
の
機
関
の
監
督
・
調

o

整
の
審
級
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
九
三
年
の
統
合
E
C
の
成
立
を
目
前
に
控
え
て
、
わ
が
国
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
空
間
に
お
け
る
「
E
C
、
国
家
、
地

域
と
い
う
三
つ
の
権
力
水
準
の
併
存
」
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
近
代
国
家
の
基
本
的
枠
組
み

で
あ
る
国
民
国
家
を
相
対
化
す
る
水
準
と
し
て
こ
の
E
C
と
並
ん
で
、
「
地
域
(
R
e
g
i
o
n
)
」
が
注
目
さ
れ
、
こ
の
「
地
域
」
を
軸
と
し
た
「
国

家
の
構
成
原
理
の
変
化
」
　
つ
ま
り
加
盟
各
国
の
「
分
権
化
」
　
へ
の
趨
勢
が
論
じ
ら
れ
な
が
ら
も
、
フ
ラ
ン
ス
は
「
例
外
的
に
中
央
集
権
主

(
g
)

義
の
強
い
国
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
の
趨
勢
に
逆
ら
う
多
-
の
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
行
論
の
中
で
も

見
る
よ
う
に
、
地
域
圏
の
相
対
的
自
律
化
、
あ
る
い
は
独
自
性
の
主
張
へ
の
束
縛
は
決
し
て
弱
-
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
政
治

社
会
学
者
で
あ
り
、
社
会
党
の
国
会
議
員
で
あ
り
、
な
お
か
つ
八
二
年
以
降
の
政
策
の
立
案
に
も
実
質
的
に
関
与
し
て
き
た
ウ
ォ
ル
ム
の
、

九
〇
年
の
時
点
で
の
次
の
よ
う
な
発
言
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
我
々
は
国
家
レ
ベ
ル
で
、
否
_
 
E
C
レ
ベ
ル
で
も
、

国
土
整
備
政
策
と
部
門
別
政
策
の
能
動
的
パ
ー
ト
ナ
ー
た
り
う
る
強
力
な
地
域
圏
を
必
要
と
し
て
い
る
。
I
I
わ
が
国
の
地
域
圏
が
ド
イ

s

ツ
の
州
や
ス
ペ
イ
ン
の
自
治
州
に
対
抗
し
え
な
い
の
は
、
主
要
な
行
政
領
域
に
強
力
に
介
入
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。

今
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
公
共
政
策
の
形
成
と
実
施
に
お
け
る
「
E
C
局
面
」
　
の
考
慮
は
次
第
に
重
み
を
増
し
、
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
八

〇
年
代
後
半
以
降
、
国
の
レ
ベ
ル
で
も
地
方
の
レ
ベ
ル
で
も
公
共
政
策
の
「
フ
ラ
ン
ス
モ
デ
ル
の
危
機
」
が
到
来
し
て
い
る
と
い
う
議
論

J
:
_
:
)

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
脈
の
中
で
、
加
盟
各
国
と
の
い
わ
ば
水
平
的
競
争
に
際
し
て
、
地
域
圏
段
階
が
も
つ
政

3
那
凸

策
の
形
成
・
実
施
に
お
け
る
戦
略
的
位
置
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
行
-
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
今
日
の
地
域
圏
制
度
と
そ
の
活
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動
は
、
こ
う
し
た
期
待
に
応
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
期
待
と
現
実
の
間
に
介
在
す
る
障
害
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

以
下
、
ま
ず
地
域
圏
を
そ
の
政
治
・
行
政
の
制
度
的
側
面
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

(
-
)
　
社
会
党
は
第
1
回
投
票
に
お
い
て
八
六
年
選
挙
と
比
較
し
て
そ
の
得
票
率
を
1
　
7
ポ
イ
ン
ト
減
ら
し
て
1
八
二
二
%
、
ま
た
p
Q
f
c
-
c
t
f
O
<
」
i
の
場
合

八
ポ
イ
ン
ト
減
の
三
三
%
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
緑
(
V
e
r
t
s
)
」
と
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
世
代
(
G
e
n
e
r
a
t
i
o
n
抄
c
o
l
o
g
i
e
)
を
中
軸
と
す
る
エ
コ
ロ
ジ

ー
派
は
、
合
計
一
四
・
七
%
を
獲
得
し
、
ま
た
F
N
は
一
三
・
九
%
に
達
し
た
。
そ
の
結
果
コ
ル
シ
カ
を
除
-
本
国
二
一
の
地
域
圏
で
議
会
多
数
派
、
し

た
が
っ
て
執
行
部
を
掌
握
し
た
の
は
右
翼
が
t
九
、
左
翼
が
二
と
な
り
、
全
体
と
し
て
地
域
圏
は
党
派
的
に
は
右
翼
-
保
守
の
_
支
配
的
な
政
治
・
行
政
段

階
と
な
っ
て
い
る
　
N
.
V
a
n
t
u
o
n
g
,
"
L
e
s
e
l
e
c
t
i
o
n
s
r
e
g
i
o
n
a
l
e
s
e
t
c
a
n
t
o
n
a
l
e
s
d
e
M
a
r
s
1
9
9
2
"
,
R
e
v
u
e
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
v
e
,
N
o
.
2
6
6
.
1
9
9
2
,

a
v
r
i
l
,
p
p
.
1
0
7
-
1
0
8
.

1
X
l
)
　
R
e
g
i
o
n
の
訳
語
に
は
、
他
に
「
地
域
」
、
「
州
」
へ
　
「
地
方
」
あ
る
い
は
「
道
」
な
ど
が
あ
り
、
い
ま
だ
に
定
訳
が
確
立
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
.
こ

こ
で
は
、
最
近
わ
が
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
も
頻
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
地
域
圏
」
を
採
用
し
た
。

(
3
)
　
地
方
分
権
化
十
周
年
に
あ
た
る
l
九
九
二
年
に
は
'
国
民
議
会
で
の
「
地
方
分
権
化
と
地
方
の
発
展
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
よ
る
討
論
集
会
(
四
月
二
l

R
)
を
皮
切
り
に
、
多
-
の
記
念
行
事
や
学
術
集
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
D
母
u
r
t
e
m
e
n
t
s
e
t
C
o
m
m
u
n
e
s
,
N
o
.
8
4
.
m
a
r
s
1
9
9
2
,
p
p
.
4
4
-
4
5
.
す
で

に
九
〇
年
に
は
内
務
省
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ
　
(
そ
の
記
録
と
し
て
M
i
n
i
s
t
e
r
e
d
e
 
l
'
l
n
t
e
r
i
e
u
r
‥
D
G
C
L
,
L
e
s
 
n
o
u
v
e
l
l
e
s
 
r
e
l
a
t
i
o
n
s
:

E
t
a
t
,
c
o
l
l
e
c
t
i
v
i
t
e
s
 
l
o
c
a
l
e
s
,
C
o
l
l
o
g
u
e
d
e
R
e
n
n
e
,
a
v
r
i
1
1
9
9
0
,
1
9
9
1
)
、
ま
た
学
術
誌
も
地
方
分
権
化
十
周
年
に
関
わ
る
特
集
号
を
次
々
と
組
ん
で

い

る

　

c

f

.

P

o

u

v

o

i

r

s

,

n

o

.

6

0

.

"

L

a

d

e

c

e

n

t

r

a

l

i

s

a

t

i

o

n

"

,

1

9

9

2

,

A

J

D

A

n

u

m

e

r

o

s

p

e

c

i

a

l

,

"

D

e

c

e

n

t

r

a

l

i

s

a

t

i

n

:

B

i

l

a

n

s

e

t

p

e

r

s

p

e

c

t

i

v

e

s

"

,

a

v

r

i

1

1

9

9

2

.

(
4
)
　
例
え
ば
、
ル
レ
シ
ュ
は
う
　
主
要
に
は
「
地
域
圏
」
に
対
象
を
設
定
し
な
が
ら
も
次
の
よ
う
な
論
点
を
提
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
へ
　
こ
の
改
革
に
お
け

る
社
会
党
の
政
策
意
図
は
「
新
し
い
市
民
精
神
の
確
立
」
だ
っ
た
の
か
そ
れ
と
も
「
地
方
名
望
家
の
聖
別
式
」
で
あ
っ
た
の
か
、
地
方
分
権
化
政
策
の
歴

史
に
お
い
て
八
二
年
法
は
「
進
化
」
の
一
段
階
を
画
す
る
の
か
そ
れ
と
も
「
断
絶
」
を
示
す
も
の
か
、
こ
の
政
策
構
想
の
原
理
は
「
地
方
分
権
」
な
の
か

そ
れ
と
も
「
地
方
分
散
」
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
自
由
な
行
政
」
か
「
再
集
権
化
」
な
の
か
、
こ
の
改
革
の
行
政
原
理
は
「
合
理
化
」
か
そ
れ
と
も
「
官

僚
制
化
」
か
、
最
後
に
自
治
体
に
与
え
ら
れ
て
経
済
権
限
は
「
介
入
主
義
」
か
そ
れ
と
も
「
自
由
主
義
」
な
の
か
、
と
い
っ
た
一
連
の
問
題
群
で
あ
る
。
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7
72

9
7
⊥

J
.
-
P
.
L
e
r
e
s
c
h
e
,
L
a
F
r
a
n
c
h
e
-
c
o
m
p
t
e
r
e
i
n
v
e
n
t
e
:
L
a
d
e
c
e
n
t
r
a
l
i
s
a
t
i
o
n
e
n
p
r
a
t
i
q
u
e
(
1
9
8
2
⊥
9
8
6
)
,
1
9
9
1
,
p
p
.
9
5
⊥
4
7
・

(
5
)
　
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
頂
の
前
任
者
で
あ
る
、
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
の
地
域
圏
制
度
に
関
す
る
基
本
姿
勢
は
次
の
著
名
な
演
説
に
現
れ
て
い
る
。
「
フ
ラ
ン

ス
は
市
町
村
、
県
、
地
域
圏
そ
し
て
国
と
い
う
四
つ
の
行
政
段
階
を
世
界
で
た
だ
一
国
保
持
し
う
る
ほ
ど
豊
か
で
は
な
い
」
(
一
九
七
五
年
二
月
二
四
日
へ

デ
ィ
ジ
ョ
ン
)
-
c
i
t
e
p
a
r
P
.
K
e
r
a
u
d
r
e
n
,
"
L
e
s
p
e
r
s
o
n
n
e
l
s
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
f
s
d
e
s
c
o
n
s
e
i
l
s
r
e
g
i
o
n
a
u
x
m
e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
i
n
s
"
,
R
F
S
P
V
o
1
.
3
8
.

N
o
.
4
.
1
9
8
8
.
a
o
u
t
,
p
.
6
2
0
.

(
<
o
)
　
J
.
R
o
n
d
i
n
,
L
e
s
 
S
a
c
r
e
s
 
d
e
s
 
N
o
t
a
b
l
e
s
,
1
9
8
5
,
p
.
2
7
4
.

(
t
-
)
　
A
.
M
a
b
i
l
e
a
u
,
 
'
'
L
a
 
R
S
g
i
o
n
,
Q
u
e
l
s
e
n
j
e
u
s
p
o
l
i
t
i
q
u
e
s
?
"
d
a
n
s
R
e
g
i
o
n
 
e
t
 
A
m
e
n
a
g
e
m
e
n
t
 
d
u
 
T
e
r
r
i
t
o
i
r
e
:
m
e
l
a
n
g
e
s
 
o
f
f
e
r
t
s
 
a
J
.

Lajugie,1985,p.

(
8
)
　
ダ
ル
シ
は
、
こ
の
よ
う
な
「
改
革
初
期
の
県
の
優
位
性
」
に
つ
い
て
へ
公
選
代
表
に
よ
る
支
配
の
原
理
が
確
立
さ
れ
た
以
上
へ
「
議
員
の
半
数
改
選
制
度

と
農
村
世
界
の
過
剰
代
表
」
と
い
う
特
徴
を
も
つ
県
が
近
代
化
と
政
治
的
安
定
性
を
同
時
に
保
障
す
る
行
政
空
間
と
し
て
地
域
圏
以
上
に
適
切
で
あ
っ
た

こ
と
へ
ま
た
主
要
な
政
党
が
県
を
基
盤
と
し
た
全
国
組
織
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
そ
の
要
因
と
し
て
あ
げ
て
い
る
'
F
.
d
'
A
r
c
y
e
t
M
.
B
a
l
n
o
d
e
l
A
l
c
a
z
a
k
,

D
e
c
e
n
t
r
a
l
i
s
a
t
i
o
n
 
e
n
 
F
r
a
n
c
e
 
e
t
 
e
n
 
E
s
p
a
g
n
e
,
1
9
8
6
,
p
p
.
1
2
1
-
1
2
2
.

(
9
)
　
宮
島
喬
・
梶
田
草
道
「
序
章
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
的
・
文
化
的
変
動
へ
の
接
近
」
へ
宮
島
・
梶
田
編
『
統
合
と
分
化
の
な
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
、
有
信
望
、

1
九
九
t
年
、
八
頁
o

(

3

)

　

T

.

-

P

.

W

o

r

m

s

,

 

"

L

a

d

e

c

e

n

t

r

a

l

i

s

a

t

i

o

n

a

u

m

i

l

i

e

u

d

u

g

u

e

,

 

"

R

P

P

,

N

o

.

9

4

6

,

m

a

r

s

＼

a

v

r

i

l

,

1

9

9

0

,

p

.

4

5

.

(

3

)

　

P

.

M

u

l

l

e

r

,

 

'

'

E

n

t

r

e

l

e

l

o

c

a

l

e

t

l

'

E

u

r

o

p

e

‥

l

a

c

r

i

s

e

d

u

m

o

d

S

l

e

f

r

a

n

g

a

i

s

d

e

p

o

l

i

t

i

q

u

e

p

u

b

l

i

q

u

e

"

,

R

F

S

P

,

v

o

1

.

4

2

,

n

o

.

2

,

a

v

r

i

1

1

9

9

2

,

p
p
.
2
7
5
-
2
9
7
.

(
S
)
　
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
-
に
隣
接
す
る
ド
イ
ツ
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
の
広
域
行
政
圏
を
意
識
し
た
広
域
行
政
単
位
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
す
で

に
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
o
こ
の
点
に
関
し
て
は
さ
し
あ
た
り
へ
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
域
改
革
　
-
　
t
九
六
四
年
改
革
の
成
立
と

展
開
1
」
『
法
政
論
集
』
、
第
九
五
号
へ
　
l
九
八
三
年
、
一
六
六
-
1
六
九
頁
参
k
o
ま
た
、
ま
た
現
在
の
E
C
統
合
の
進
展
が
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
自
袷

体
制
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
J
.
B
i
a
n
c
a
r
e
l
l
i
,
"
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
a
l
'
E
u
r
o
p
e
e
t
l
e
s
c
o
l
l
e
c
t
i
v
i
t
e
s
l
o
c
a
l
e
s
"
,
d
a
n
s
I
I
A
P
,
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
s

e
t
c
o
l
l
e
c
t
i
v
i
t
e
s
f
r
a
n
g
a
i
s
:
Q
u
e
l
s
a
v
e
n
i
r
s
d
a
n
s
I
'
E
u
r
o
p
e
?
,
.
1
9
9
0
.
p
p
.
i
　
そ
こ
で
は
、
こ
の
間
題
に
関
わ
る
政
治
・
法
律
上
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

E
C
の
成
立
は
加
盟
各
国
の
地
方
分
権
の
一
契
機
と
な
り
う
る
の
か
、
そ
れ
と
も
再
集
権
化
を
も
た
ら
す
の
か
。
こ
の
E
C
の
空
間
の
中
で
地
方
団
体
の
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規
模
、
数
へ
お
よ
び
三
層
制
は
わ
が
国
に
と
っ
て
切
り
札
と
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
と
な
る
の
か
。
最
後
に
、
E
C
建
設
が
行
わ
れ

る
の
は
'
国
家
間
か
、
都
市
間
か
、
あ
る
い
は
リ
ー
ジ
ョ
ン
間
に
お
い
て
な
の
か
、
そ
し
て
そ
の
政
治
的
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
の
か
へ
と
い

っ
た
問
い
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

1
　
地
域
圏
の
政
治
・
行
政
制
度

ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
が
着
手
し
た
地
域
圏
改
革
の
第
一
の
柱
は
、
県
に
も
適
用
さ
れ
た
議
会
の
直
接
公
選
化
と
、
こ
の
議
会
構
成
員
の
互

選
に
よ
る
執
行
部
の
選
出
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
へ
そ
の
薗
会
の
選
挙
方
法
、
権
限
と
介
入
領
域
、
さ
ら
に
は
財
政
の
規
模
と
手
段
に

お
い
て
は
、
地
域
圏
は
市
町
村
お
よ
び
県
と
は
互
い
に
異
な
る
姿
を
と
り
、
そ
の
独
自
の
出
自
を
表
わ
す
よ
う
な
痕
跡
を
止
め
る
も
の
と

(
-
)

な
っ
て
い
る
。

(
-
)
　
地
域
圏
議
会
の
構
成

当
初
、
八
三
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
の
議
会
の
選
挙
に
向
け
て
の
準
備
も
、
八
二
年
(
県
会
選
挙
)
、
八
三
年
(
市
町
村
会
選
挙
)
に
お

け
る
左
翼
の
相
次
ぐ
敗
北
に
起
因
す
る
政
治
的
考
慮
も
あ
っ
て
再
三
延
期
さ
れ
て
い
た
が
、
八
五
年
七
月
十
日
法
お
よ
び
八
六
年
一
月
六

1

-

・

[

日
法
に
よ
っ
て
、
選
挙
様
式
と
議
会
運
営
に
つ
い
て
の
最
終
的
な
決
着
を
見
た
。
こ
の
議
会
の
選
挙
方
式
は
、
県
を
単
位
と
し
た
名
簿
式

比
例
代
表
制
に
よ
る
直
接
公
選
を
実
現
し
、
1
九
七
二
年
法
体
制
下
の
「
地
域
的
委
任
(
m
a
n
d
a
t
r
e
g
i
o
n
a
l
)
j
の
欠
如
と
、
「
法
上
当
然
」

の
国
会
議
員
お
よ
び
間
接
代
表
に
よ
る
地
方
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
ゆ
え
の
、
他
レ
ベ
ル
の
選
挙
結
果
に
よ
る
議
員
構
成
の
い
わ

(
3
)

ば
他
律
的
変
動
と
い
う
「
二
重
の
信
用
失
墜
状
況
」
か
ら
離
脱
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
方
式
は
、
以
下
の
よ
う

な
特
質
を
持
っ
て
い
る
。
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一

ま
ず
投
票
様
式
は
'
各
県
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
「
党
派
別
リ
ス
ト
」
　
へ
の
投
票
と
い
う
方
式
を
と
り
、
有
効
投
票
数
の
五
%
以
上
を
獲

得
し
た
リ
ス
ト
の
み
が
へ
こ
の
議
会
に
お
い
て
議
席
配
分
の
対
象
と
な
る
。
次
に
そ
の
選
挙
区
は
既
存
の
県
の
枠
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
枠

組
み
の
選
択
に
つ
い
て
は
国
会
で
激
し
い
論
戦
の
的
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
こ
の
区
域
が
採
用
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て

各
県
の
代
表
が
確
実
に
保
証
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
議
員
が
同
時
に
そ
の
ま
ま
地
方
自
治
体
の
代
表
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
元
老
院
(
上

】
a

院
)
の
選
挙
人
団
と
な
る
と
い
う
「
技
術
的
な
利
点
」
も
あ
げ
ら
れ
た
。
第
三
に
各
地
域
圏
に
配
分
さ
れ
る
議
席
総
数
に
つ
い
て
は
、
当
該

地
域
圏
内
の
国
会
議
員
総
数
の
二
倍
と
い
う
原
則
の
も
と
に
、
そ
の
総
数
を
諸
県
間
で
人
口
に
比
例
し
て
配
分
す
る
と
い
う
方
式
が
と
ら

れ
た
。
そ
れ
で
も
、
各
県
は
人
口
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
-
と
も
三
つ
の
議
席
を
保
障
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
へ

表
-
に
あ
る
よ
う
に
地
域
圏
議
員
定
数
二
九
八
六
年
時
点
)
は
、
本
国
に
限
定
す
れ
ば
最
多
の
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
七
か
ら
最

(
5
)

少
の
リ
ム
ー
ザ
ン
の
四
一
ま
で
な
だ
ら
か
に
分
布
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
場
合
、
議
会
で
の
議
決
の
際
の
ト
ラ
ブ
ル
を
考
慮
し
て
、
各
地

域
圏
の
議
席
総
数
は
す
べ
て
奇
数
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
議
員
の
任
期
は
六
年
で
、
そ
の
手
当
て
も
交
通
費
と
議
会
所
在
地
で
の
滞
在
費
を

I

S

凸

実
費
支
給
す
る
と
い
う
方
式
が
、
県
会
議
員
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

1
九
六
四
年
以
降
の
地
域
圏
は
、
直
接
普
通
選
挙
に
よ
る
議
会
の
創
設
を
通
じ
る
「
地
方
公
共
団
体
」
　
へ
の
昇
格
、
従
っ
て
ま
た
そ
の

か
ぎ
り
で
の
こ
の
領
域
の
「
自
律
北
」
を
阻
止
す
る
方
向
で
組
織
さ
れ
て
き
た
。
六
四
年
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
地
域
圏
経
済

発
展
委
員
会
(
o
O
Q
W
P
i
)
は
、
間
接
代
表
に
よ
る
地
方
議
員
と
社
会
職
能
代
表
委
員
に
よ
る
「
混
合
体
」
で
あ
り
、
ま
た
一
九
七
二
年

法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
「
議
会
」
も
圏
内
国
会
議
員
お
よ
び
地
方
議
員
の
代
表
で
構
成
さ
れ
た
「
諸
県
の
連
合
体
」
的
色
彩
を
濃
厚
に

(
7
、
)

帯
び
る
も
の
で
あ
っ
て
'
一
貫
し
て
代
表
機
関
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
「
地
域
圏
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
出
現
を
阻
止
し
ょ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
過
去
の
制
度
改
革
の
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
八
二
年
法
の
方
式
は
な
お
「
地
域
圏
的
連
帯
(
s
o
l
i
d
a
r
i
t
e

r
e
g
i
o
n
a
l
e
)
」
の
醸
成
を
抑
止
す
る
、
こ
の
「
連
合
体
」
的
性
格
を
完
全
に
は
払
拭
し
き
っ
て
お
ら
ず
、
当
初
は
そ
れ
は
議
会
と
い
う
よ
り
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J
)

む
し
ろ
諸
県
間
で
の
「
集
団
的
研
究
事
務
所
」
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
辛
殊
な
評
価
す
ら
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
こ
う
し
た
評
価
と
の
関
連
で
、
今
日
で
は
か
つ
て
の
よ
う
な
地
方
議
員
へ
　
と
-
に
県
会
議
員
か
ら
の
地
域
圏
制
度
へ
の
反
発

が
見
ら
れ
な
-
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
七
二
年
法
に
よ
っ
て
初
め
て
体
系
的
に
地
域
圏
制
度
に
組
み
込
ま
れ

㈲;
@

(
　
議
∴
一

献
鰐

の
　
別

、
‥
鮒

g
　
・
・

鮎
　
挙

I
　
<
K

ス
一
ン
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一
表

っ
J
っ
J

ィ
′
▲

トス‖ノ
派栄 ォ票得 ㈲率票得 r

#
席読

左檀 64451l3 To1 0

質荏共 432378C
l

5301 871

質会社 513590vo 31⊥9Cl
C
l
55

合逮冥左 C
l
73朗 8ll0..

1l2

動運進負冥左 7」
1
9Cvl
CO1 Co50 71

翼左の他のそ 24130」
1

451 24

トスジロコエ 785766 042 4

者義主域地 434CoCO 13r1 6

RPR合逮国[∪京1
共 92930r/J

C
l

9001L 2Co1

FDU合逮主氏サ/汁ラフ 7
I
344 512 C

I
8'-x
,

751

令逮FDUーRPR 9442765 1
⊥
402 154

翼右の他のそ 6、一n
、
159-p1 T_,

つJ5
39

線i
f

氏国 005rs.i
56C

l
659 731

右檀の他のそ 451-
r
2 80nU ハU

12

Sfifp7
」
・
9r
:

.
L
z
>
7
⊥

,
l
J

〟.
叩
榊劫閣〟〟」エ所出

る
こ
と
に
な
っ
た
地
方
議
員
、
と
り
わ
け
県
会
議
員
も
'
そ
れ
ま

で
は
中
央
・
地
方
関
係
に
お
い
て
彼
ら
の
存
在
を
脅
か
す
よ
う
な
'

県
の
上
の
段
階
に
位
置
す
る
政
治
段
階
の
設
置
を
徹
底
的
に
批
判

し
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
こ
の
よ
う
な
敵
意
は
今
日
で
は
相

当
減
退
し
て
い
る
。
九
_
一
年
初
に
、
国
立
政
治
学
研
究
所
が
全
国

の
県
会
議
員
に
向
け
て
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
国
の
地
域
化
政

策
(
r
e
g
i
o
n
a
l
i
s
a
t
i
o
n
)
を
「
ま
っ
た
-
」
お
よ
び
「
そ
れ
ほ
ど
」

支
持
し
な
い
も
の
は
合
わ
せ
て
三
三
%
に
し
か
達
せ
ず
、
逆
に
六

五
%
は
こ
れ
を
「
強
-
」
な
い
し
「
か
な
り
」
支
持
し
て
い
る
の

(
7
・
)

で
あ
る
。

八
六
年
三
月
に
実
施
さ
れ
た
第
1
回
選
挙
の
結
果
は
表
2
に
示

さ
れ
て
い
る
が
、
得
票
率
で
は
社
会
党
が
最
高
の
成
果
を
あ
げ
た

も
の
の
へ
　
議
員
の
絶
対
多
数
で
選
出
さ
れ
る
議
長
職
に
は
保
守
連

合
、
と
り
わ
け
地
方
政
界
で
根
強
い
勢
力
を
維
持
す
る
フ
ラ
ン
ス

民
主
連
合
(
」
>
Q
M
と
共
和
国
連
合
(
0
2
!
O
h
ォ
)
の
議
員
が
、
二
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二
の
地
域
圏
中
二
〇
と
圧
倒
的
に
多
-
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
農
l
回
選
挙
に
限
定
す
れ
ば
、
並
行
し
て
国
民
議
会
選
挙
が
第
五
共

和
国
史
上
初
め
て
比
例
代
表
制
の
も
と
で
行
わ
れ
た
た
め
、
こ
の
地
域
圏
議
会
で
の
議
席
の
獲
得
は
「
国
会
に
議
席
を
望
め
ぬ
者
へ
の
残

s

念
賞
」
と
ま
で
酷
評
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
地
域
圏
議
会
の
「
威
信
」
に
関
わ
る
評
価
は
、
八
八
年
に
い
た
っ
て
一
段

と
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

ォ

八
五
年
一
二
月
に
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
議
員
の
「
兼
任
制
限
法
」
は
、
従
来
無
制
限
に
各
級
公
選
職
の
兼
任
が
許
容
さ
れ
て
い
た
状
況

を
改
め
る
た
め
に
、
国
民
議
会
議
員
は
「
欧
州
議
会
議
員
、
地
域
圏
議
会
議
員
、
県
会
議
員
、
パ
リ
市
会
議
員
、
パ
リ
以
外
の
二
万
人
以

上
の
人
口
を
有
す
る
都
市
の
市
長
、
お
よ
び
パ
リ
以
外
の
十
万
人
以
上
の
人
口
を
有
す
る
都
市
の
助
役
」
の
い
ず
れ
か
1
つ
の
公
選
職
し

か
兼
任
で
き
な
い
と
定
め
た
が
'
そ
の
た
め
八
八
年
の
国
民
議
会
の
選
挙
後
、
当
選
を
果
た
し
た
議
員
は
右
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
公
選
職

の
中
で
「
選
択
」
を
強
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
多
-
の
国
会
議
員
は
、
そ
れ
ま
で
保
持
し
て
い
た
地
域
圏
議
会
の
席
を
放
棄
し
て
、

(
3

ま
ず
大
都
市
市
長
を
へ
そ
う
で
な
け
れ
ば
県
会
議
員
の
席
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
治
家
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
「
古
典
的
な
『
市

町
村
長
-
県
会
議
員
』
と
い
う
結
合
」
の
重
み
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
地
域
圏
議
会
と
そ
の
議
席
が
、
再
び
小
選
挙
区
制
に
戻
っ

た
国
民
議
会
議
員
の
選
挙
区
で
あ
る
郡
(
a
r
r
。
n
d
i
s
s
e
m
e
n
t
)
を
遥
か
に
越
え
る
全
県
区
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
へ
国
民
議
会
議

員
の
キ
ャ
リ
ア
を
確
実
に
踏
ん
で
い
-
た
め
の
足
場
を
提
供
し
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
「
大
物
議
員
に
と
っ
て
魅
力

I:r:I

の
な
い
議
席
」
　
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
態
も
地
域
圏
議
会
の
独
自
性
獲
得
の
可
能
性
そ
の
も
の
を
殺
ぐ
こ
と
に
な
る
と
は
た
だ
ち
に
言
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
兼
任
制
現
象
と
そ
の
弊
害
は
、
通
常
、
各
級
の
自
治
体
お
よ
び
国
の
議
会
と
政
府
間
の
、
同
志
警
貝
に
よ
る
人
格
的
媒
介

に
よ
る
、
「
国
政
の
地
方
化
」
お
よ
び
「
地
方
政
治
の
国
政
化
」
、
つ
ま
り
自
治
体
運
営
の
独
自
性
の
稀
薄
化
と
い
う
文
脈
で
語
ら
れ
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。
国
旗
議
会
議
員
か
ら
す
れ
ば
魅
力
が
少
な
い
地
域
圏
の
議
席
も
、
議
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
と
い
う
点
で
は
、
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候
補
者
の
名
簿
記
載
に
際
し
て
指
導
者
あ
る
い
は
党
組
織
が
主
導
権
を
発
揮
し
、
そ
の
か
ぎ
り
で
議
員
の
地
理
的
基
盤
(
地
盤
)
を
相
対
的

に
弱
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
六
年
任
期
の
一
斉
改
選
の
作
用
も
あ
っ
て
、
市
町
村
レ
ベ
ル
の
「
大
統
領
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
が
地
域
圏
レ

(
1
4
)

ベ
ル
で
出
現
す
る
可
能
性
も
予
測
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
八
八
年
選
挙
後
の
議
員
の
動
向
は
、
地
域
圏
の
「
自
律

性
」
　
の
政
治
的
基
礎
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
で
は
、
八
六
年
選
挙
の
過
程
を
通
じ
て
、
こ
の
段
階
に
従
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
タ
イ
プ
の
地
方
政
治
の
萌
芽
と
、
そ
れ
を
担
う

「
新
型
議
員
」
の
登
場
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
表
3
に
も
そ
の
徴
候
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
彼
ら

は
年
齢
で
は
市
町
村
長
や
県
会
議
員
に
比
べ
て
相
対
的
に
若
-
、
ま
た
県
会
に
比
べ
れ
ば
女
性
議
員
の
比
率
も
高
い
。
ま
た
表
4
に
よ
れ

ば
、
彼
ら
の
社
会
職
能
的
属
性
は
、
概
し
て
経
営
者
、
専
門
職
さ
ら
に
教
員
層
で
あ
り
、
L
が
っ
て
ま
た
都
市
部
か
ら
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
、

実
際
に
八
六
年
の
選
挙
戦
の
過
程
で
も
'
「
新
し
い
人
物
」
、
「
従
来
と
は
異
な
る
人
物
」
で
あ
り
'
「
企
業
経
営
の
よ
う
に
地
域
圏
を
運
営

(S)

す
る
人
物
」
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
候
補
者
が
登
場
し
た
。
そ
の
支
持
者
も
経
営
者
、
中
間
的
専
門
職
、
ま
た
都
市
部
居
住
者
で

(
-
^
)

あ
り
、
工
、
業
化
中
心
の
、
し
か
も
E
C
を
意
識
し
た
開
発
政
策
を
志
向
す
る
社
会
層
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
傾
向
は
、
後

述
す
る
県
と
地
域
圏
の
間
の
権
限
内
容
の
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
「
顧
客
」
の
差
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て

(a:

い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
従
来
の
県
会
レ
ベ
ル
で
の
「
政
治
家
階
級
(
c
l
a
s
s
e
p
o
l
i
t
i
q
u
e
)
」
の
単
純
な
再
生
産
で
は
な
い
、
そ
の
か
ぎ
り

で
こ
の
閉
鎖
的
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
脱
却
の
可
能
性
を
秘
め
た
1
方
向
で
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
1
)
　
こ
の
地
域
圏
の
独
自
性
を
示
す
典
型
的
な
制
度
と
し
て
'
諮
問
機
関
と
し
て
の
「
地
域
圏
経
済
社
会
要
員
会
(
c
J
W
c
ォ
ォ
)
)
」
と
「
地
域
圏
貸
付
委
員

会
(
o
&
s
o
O
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
　
o
w
c
o
c
*
;
は
'
基
本
的
に
は
一
九
六
四
年
の
O
O
Q
W
C
t
f
以
来
の
諮
問
権
限
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
へ
そ
の
会

議
体
は
各
地
域
圏
を
通
じ
て
へ
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
代
表
か
ら
次
の
よ
う
な
割
合
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
雇
用
者
団
体
代
表
(
三

五
%
)
、
被
傭
者
団
体
代
表
(
三
五
%
)
、
圏
内
の
多
様
な
団
体
の
代
表
(
二
五
%
)
お
よ
び
資
格
あ
る
人
物
と
し
て
任
命
さ
れ
る
も
の
(
五
%
)
で
あ
る
。

O
W
c
O
C
c
J
へ
の
義
務
的
諮
問
領
域
は
、
当
初
地
域
圏
に
お
け
る
全
国
計
画
の
策
定
と
執
行
へ
地
域
圏
開
発
計
画
と
そ
の
年
次
ご
と
の
執
行
状
況
の
評
価
へ
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お
よ
び
地
域
圏
予
算
の
l
般
方
針
、
の
三
領
域
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
八
六
年
の
立
法
に
よ
っ
て
地
域
圏
に
移
転
さ
れ
た
権
限
額
域
に
つ
い
て
は
そ
の

基
本
方
針
策
定
の
段
階
で
介
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
'
地
域
圏
の
活
動
に
緊
密
に
む
す
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
C
R
P
は
、
地
域
圏
会
議

貞
(
四
人
)
,
県
会
議
員
(
八
人
)
、
市
町
村
長
(
I
　
人
)
に
加
え
て
、
地
域
圏
知
事
、
地
域
圏
財
政
総
監
(
H
f
^
O
f
f
i
)
、
預
金
供
託
金
庫
の
地
域
圏
代

表
お
よ
び
地
域
圏
貯
蓄
銀
行
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
三
層
の
自
治
体
へ
の
貸
付
け
の
一
般
方
針
を
決
定
す
る
と
い
う
任
務
を
も
ち
'
こ
れ
ら
の
自

治
体
と
貸
付
け
機
関
と
の
間
で
媒
介
者
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
　
D
.
T
u
r
p
i
n
,
L
a
R
e
g
i
o
n
,
1
9
8
7
,
p
p
.
9
3
-
9
4
,
1
0
5
-
1
2
6
.
J
.
M
.
B
e
c
e
t
,

L
e
s
 
I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
s
 
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
v
e
s
,
1
9
8
7
,
p
p
.
1
8
2
⊥
8
3
.

(
2
)
　
ド
レ
ィ
フ
ユ
ス
と
ダ
ル
シ
ィ
は
、
こ
う
し
た
政
治
状
況
に
加
え
て
、
「
兼
任
制
(
c
u
m
u
l
d
e
s
m
a
n
d
a
t
s
)
制
限
法
」
が
制
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

お
よ
び
政
党
側
の
選
挙
準
備
体
制
の
全
般
的
な
遅
れ
を
選
挙
実
施
の
延
期
の
要
因
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
'
F
.
D
r
e
y
f
u
s
e
t
F
.
d
'
A
r
c
y
,
L
e
s
i
n
s
t
i
t
u
t
i
。
n
s

p
o
l
i
t
i
q
u
e
s
e
t
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
v
e
s
 
d
e
l
a
F
r
a
n
c
e
,
1
9
8
6
,
p
.
3
1
8
.

(
"
)
　
P
.
S
a
d
r
a
n
,
 
"
R
e
g
i
o
n
"
,
d
a
n
s
L
e
s
c
a
h
i
e
r
s
f
r
a
n
g
a
i
s
,
n
o
.
2
3
9
,
J
a
n
.
・
f
e
b
.
1
9
8
9
,
p
.
2
4
.
ま
た
議
員
の
任
命
方
式
に
つ
い
て
は
滝
沢
正
『
フ
ラ
ン

ス
行
政
法
の
理
論
』
有
斐
閣
へ
昭
和
五
九
年
へ
二
三
一
-
二
三
二
貢
へ
参
照
。

(
-
*
)
　
P
.
S
a
d
r
a
n
,
 
"
L
e
s
p
r
e
m
i
e
r
s
e
l
e
c
t
i
o
n
s
r
e
g
i
o
n
a
l
e
s
"
,
A
J
D
A
,
a
v
r
i
1
1
9
8
6
,
p
.
2
0
9
.

(
5
)
　
た
だ
し
,
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
、
コ
ル
ス
、
リ
ム
ー
ザ
ン
お
よ
び
海
外
領
地
域
回
の
議
席
数
は
例
外
扱
い
と
さ
れ
た
。
ま
た
九
二
年
選
挙
に
際
し
て
、

イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
と
コ
ル
ス
の
議
会
の
議
員
定
数
は
改
定
さ
れ
、
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
1
九
七
か
ら
二
〇
九
へ
と
増
加
し
、
逆
に
コ
ル
ス

は
六
云
ら
五
二
と
減
少
し
た
　
N
.
V
a
n
t
u
o
n
g
,
"
L
e
s
e
l
e
c
t
i
o
n
s
r
e
g
i
o
n
a
l
e
s
e
t
c
a
n
t
o
n
a
l
e
s
d
e
M
a
r
s
1
9
9
2
"
,
R
e
v
u
e
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
v
e
,
N
o
.

2
6
6
.
1
9
9
2
,
a
v
r
i
l
,
p
.
1
0
7
.

(
6
)
　
地
域
圏
議
会
に
止
ま
ら
ず
,
地
方
議
会
の
自
律
化
の
柱
の
三
と
し
て
議
員
の
「
専
業
化
」
と
そ
れ
を
保
障
す
る
経
済
的
な
条
件
の
整
備
は
永
年
に
わ

た
る
課
題
で
あ
っ
た
が
,
九
二
年
二
月
の
「
地
方
議
員
の
職
務
行
使
の
条
件
に
関
す
る
法
律
」
の
成
立
に
よ
り
へ
今
後
は
議
員
に
た
い
し
て
「
歳
費
」
の

支
払
い
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
支
給
額
に
つ
い
て
は
へ
当
該
地
域
圏
の
人
口
規
模
に
比
例
し
て
月
八
、
三
l
フ
ラ
ン
か
ら
l
四
、
≡
二

フ
ラ
ン
ま
で
が
規
準
と
し
て
示
さ
れ
た
"
L
o
i
d
'
o
r
i
e
n
t
a
t
i
o
n
r
e
l
a
t
i
v
e
a
l
'
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
t
e
r
r
i
t
o
r
i
a
l
e
d
e
l
a
R
e
p
u
b
l
i
q
u
e
,
d
a
n
s
D
e
p
a
r
t
e
m
e
n
t

e

t

 

C

o

m

m

u

n

e

s

,

s

u

p

p

l

e

m

e

n

t

a

u

n

o

.

8

3

,

m

a

r

s

1

9

9

2

,

p

p

.

2

7

-

2

∞

・

(
7
)
　
五
六
四
年
改
革
に
お
け
る
O
O
Q
W
O
S
設
置
の
経
緯
に
つ
い
て
は
へ
前
掲
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
域
改
革
」
、
l
八
七
⊥
九
六
頁
、
ま
た
七

二
年
改
革
に
お
け
る
「
地
域
圏
(
州
)
議
会
」
の
構
成
に
つ
い
て
は
滝
沢
前
掲
書
、
二
三
二
頁
を
参
照
。
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(
-
-
)
　
J
.
R
o
n
d
i
n
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
.
2
8
7
高
時
に
、
選
挙
区
と
し
て
県
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
こ
の
議
会
に
お
け
る
農
村
的
比
重
を
高
め
る
こ
と
を
合
意
し
て
い

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
'
「
県
を
基
盤
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
農
村
を
基
盤
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
,
地
域
圏
は
都
市
自
治
体
と
給
与

生
活
者
の
創
造
物
と
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
述
べ
て
い
る
　
V
.
A
.
S
c
h
m
i
d
t
,
'
'
D
e
c
e
n
t
r
a
l
i
z
a
t
i
o
n
‥
A
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
a
l
R
e
f
o
r
m
"
,

i
n
P
.
M
a
c
a
r
t
h
y
(
e
d
.
)
,
T
h
e
F
r
e
n
c
h
S
o
c
i
a
l
i
s
t
s
i
n
P
o
w
e
r
:
1
9
8
1
-
1
9
8
6
,
1
9
8
7
p
.
9
2
.

0
)
"
L
e
s
c
o
n
s
e
i
l
l
e
r
s
g
e
n
e
r
a
u
x
e
n
F
r
a
n
c
e
e
n
1
9
9
1
:
E
n
q
f
l
e
t
e
F
N
S
P
/
A
P
C
G
"
,
d
a
n
s
R
F
S
P
,
v
o
1
.
4
2
,
n
o
.
1
,
1
9
9
1
p
p
 
1
1
9
-
1
2
0
.

h
)
　
F
.
d
'
A
r
c
y
e
t
M
.
B
a
l
n
o
d
e
l
A
l
c
a
z
a
k
,
o
p
.
c
i
t
.
-
p
.
1
2
3
.
ま
た
、
こ
の
時
国
会
選
挙
と
は
別
の
投
票
所
が
設
け
ら
れ
た
た
め
に
、
地
域
圏
議
会
選

挙
そ
の
も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
有
権
者
も
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
　
V
.
A
.
S
c
h
m
i
d
t
,
a
r
t
.
c
i
t
.
,
p
.
9
2
.

(
3
)
　
こ
の
法
律
お
よ
び
「
兼
任
制
」
問
題
全
般
に
つ
い
て
は
、
邦
文
で
は
岡
村
茂
「
フ
ラ
ン
ス
地
方
分
権
化
政
策
と
公
選
職
禁
止
-
ミ
ッ
テ
ラ
ン
改
革
の

評
価
を
め
ぐ
っ
て
-
」
『
社
会
科
学
研
究
年
報
(
龍
谷
大
学
)
』
へ
N
o
.
2
1
'
九
九
1
年
へ
　
丁
二
二
貢
が
詳
し
い
O

(
S
)
　
八
八
年
選
挙
後
、
二
〇
人
以
上
の
国
会
議
員
が
地
域
圏
の
議
席
を
放
棄
し
,
逆
に
県
会
の
議
席
を
断
念
し
た
者
は
六
人
で
あ
っ
た
'
P
.
S
a
d
r
a
n
,
-
R
e
g
i
o
n
"
,

a
r
t
.
c
i
t
.
,
p
.
3
1
.
ま
た
C
.
G
r
e
m
i
o
n
㍉
R
e
g
i
o
n
,
d
e
p
a
r
t
e
m
e
n
t
,
c
o
m
m
u
n
e
:
l
e
f
a
u
x
d
e
b
a
t
"
,
P
o
u
v
o
i
r
s
,
o
p
.
t
i
t
,
p
.
5
8
.

(
2
)
　
こ
の
魅
力
の
乏
し
さ
に
つ
い
て
は
へ
主
と
し
て
中
規
模
以
上
の
都
市
市
長
や
県
会
議
員
に
比
べ
て
濃
密
で
堅
固
な
地
盤
を
築
け
な
い
と
い
う
上
述
の
要

因
に
加
え
て
、
地
域
圏
の
財
政
規
模
の
少
な
さ
に
起
因
す
る
大
量
の
支
持
者
を
培
養
す
る
能
力
の
低
さ
,
さ
ら
に
大
都
市
の
場
合
、
し
ば
し
ば
市
長
が
自

治
体
機
構
そ
の
も
の
を
事
実
上
の
「
選
挙
マ
シ
ー
ン
」
に
転
化
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
0
岡
村
前
掲
論
文
,
六
頁
。

S
)
　
A
.
M
a
b
i
l
e
a
u
,
"
Q
u
e
l
s
e
n
j
e
u
s
p
o
l
i
t
i
q
u
e
s
?
"
,
a
r
t
.
c
i
t
.
,
.
p
.
5
7
5
.

(
」
)
　
P
.
P
l
a
s
,
"
U
n
e
v
o
l
o
n
t
e
e
n
q
u
e
t
e
d
'
o
b
j
e
t
】
d
i
s
c
o
u
r
s
p
o
l
i
t
i
q
u
e
e
t
l
a
r
e
g
i
o
n
e
n
F
r
a
n
c
h
e
-
C
o
m
p
t
e
"
,
d
a
n
s
P
.
P
e
r
r
i
n
e
a
u
(
s
o
u
s
l
a
d
i
r
.

d
e
)
,
R
e
g
i
o
n
:
b
a
p
t
e
m
e
d
e
s
 
u
r
n
e
s
,
1
9
8
7
,
p
.
1
2
5
-
1
2
7
.

(
S
)
　
C
.
G
r
e
m
i
o
n
,
a
r
t
.
c
i
t
.
,
p
.
6
1
.

(
」
)
　
V
.
A
.
S
c
h
m
i
d
t
,
D
e
m
o
c
r
a
t
i
z
i
n
g
F
r
a
n
c
e
:
T
h
e
p
o
l
i
t
i
c
a
l
a
n
d
.
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
v
e
h
i
s
t
o
r
y
o
f
d
e
c
e
n
t
r
a
l
i
z
a
t
i
o
n
,
1
9
9
0
,
p
p
.
2
8
4
-
2
8
5
.

(
2
)
　
地
域
圏
の
行
政
組
織

こ
の
区
域
の
執
宥
機
関
は
、
地
域
圏
議
会
の
絶
対
多
数
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
議
長
(
P
r
e
s
i
d
e
n
t
)
と
な
っ
た
。
議
長
は
従
来
の
執
行
機

関
で
あ
っ
た
地
域
圏
知
事
の
こ
の
団
体
に
関
す
る
権
限
を
ほ
ぼ
継
承
し
て
、
予
算
の
準
備
と
執
行
へ
支
出
の
支
払
い
命
令
、
地
域
圏
財
産
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岬
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貞
　
所出

の
管
理
、
地
域
圏
役
所
諸
部
局
へ
の
指

揮
監
督
、
さ
ら
に
議
会
の
招
集
な
ど
を

(
-
)

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
議
長
の
職
務
を

補
佐
す
る
「
理
事
会
(
b
u
r
e
a
u
)
」
の
構

成
は
、
当
初
社
会
党
の
方
針
を
う
け
て

議
員
の
党
派
構
成
を
反
映
し
た
「
比
例

代
表
」
原
則
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
が
、
八
六
年
三
月
の

選
挙
に
よ
っ
て
成
立
し
た
シ
ラ
ク
内
閣

は
、
同
年
八
月
の
法
律
に
よ
っ
て
こ
れ

を
排
他
的
に
議
会
内
多
数
派
か
ら
構
成

す
る
方
向
へ
と
変
更
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
理
事
会
を
比
例
原
則
に
よ
っ
て
構

成
す
る
こ
と
は
、
公
式
の
理
事
会
と
な

ら
ん
で
非
公
式
の
第
二
、
第
三
の
理
事

会
が
招
集
さ
れ
、
そ
こ
で
地
域
圏
の
政

策
を
決
定
し
、
指
導
す
る
と
い
う
事
態

が
お
き
る
'
し
た
が
っ
て
議
会
運
営
を



(
U
.
イ

1
⊥

399HHU号
　
判

r

r

.

　

　

c

r

ノ

巻

　

1

9

8

1

6

　

～

騨
蛸

島
　
H
、

-
-
f
t員臓

ロ
カ㈲iiai連関体治c体tai方地5表

^

5891 6rxj
91 7891 O

j
891 9891

織組逮

.

関輿圏域也 408帆1 729019 4C
I
21l91 704671 325371

所役圏域地ー 1732 C
I
6o
o

2 8033 1773 90r
j

4

所役県- 438361 6273. 16 9-
r
2261 57C

I
641 53C

I
241

描絶逮関村町市 041197 89CO997 139308 r/j
4?
]

018 305128

場役村町市- 513076 661976 052386 792196 842007

関磯村

.

町市
- 79365 C

I
3445 21445 94865 40285

関機間村町市ー 8C
]
446 69C

I
66 96266 C

l
1026 15036

計揺 639799 3309.001 97ウ
ル

3101 6蝣yj
75001 r

I
8006101

臥本・>・'
ンラフ C

l
77859 084869 07227∩フ C

I
42469 304479

〟
1
⊥〟(レ

ポ〟r
、、
Zゐハし〟、し、ヾハC

T～α、しハU
～仏.〃ん"〟

-J3ハLr-
1～一′(U
ハしヾ
、
クリ
.r⊥ru0/

.n縫ntl
l

ederォD.1SnM所也

成作.Iよ58a
.

1991

鈍
重
な
も
の
と
し
、
結
局
は
地
方
分
権
化
を
阻
害
す
る
要
因
に
な
る
と
い
う
相

(
2
)

当
強
引
な
論
理
で
あ
っ
た
。
こ
の
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
へ
の
職
務
の
割
り
振
り

は
地
域
圏
ご
と
に
一
様
で
は
な
い
が
、
通
常
へ
副
議
長
と
し
て
議
長
権
限
の
一

部
を
代
行
し
、
ま
た
議
会
内
委
員
会
の
委
員
長
職
を
務
め
て
い
る
。

I
・
I
J
]

と
こ
ろ
で
、
新
た
に
自
治
体
と
な
っ
た
地
域
圏
は
、
県
レ
ベ
ル
の
動
向
と
平

行
し
て
図
1
に
そ
の
1
例
を
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
段
階
で
の
内
務
省
の
総
合

出
先
機
関
で
あ
る
地
域
圏
庁
(
P
r
e
f
e
c
t
u
r
e
r
e
g
i
o
n
a
l
)
と
は
別
の
固
有
の
役
所

(
H
6
t
e
l
d
e
l
a
r
e
g
i
o
n
)
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
っ
た
.
七
二
年
七
月
法
は
、

議
会
の
構
成
に
止
ま
ら
ず
執
行
機
関
に
お
い
て
も
地
域
圏
の
「
自
律
化
」
へ
の

阻
止
策
を
と
り
、
議
会
固
有
の
部
局
の
設
置
を
明
示
的
に
禁
じ
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
い
-
つ
か
の
地
域
圏
で
は
研
究
契
約
に
も
と
づ
き
,
あ
る
い
は

任
意
団
体
へ
の
補
助
金
交
付
を
媒
介
と
し
た
採
用
と
い
う
「
非
合
法
」
の
職
員

(
4
)

徴
募
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
八
二
年
法
は
、
後
に
見
る
「
経
済
介

入
権
限
」
と
並
ん
で
、
行
政
組
織
の
整
備
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
七
二
年
法
制

下
で
の
「
事
実
上
の
地
域
主
義
」
の
実
践
を
合
法
化
し
、
公
式
化
し
た
と
い
う

性
格
を
持
っ
て
い
る
。

議
長
の
職
務
を
補
佐
・
執
行
す
る
職
員
は
'
当
初
は
地
方
公
暫
貝
制
度
の
未

整
備
に
よ
る
リ
ク
ル
ー
ト
の
困
難
が
予
想
さ
れ
て
い
た
う
え
に
、
地
方
団
体
レ
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⊥
ノ
T

7

1

一

ベ
ル
で
の
「
官
僚
制
化
の
拡
大
」
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
立
法
段
階
で
の
考
慮
も
あ
っ
七
、
県
の
レ
ベ
ル
と
同
じ
く
国
の
地
域
圏
部
局
の

「
職
員
の
移
管
」
と
議
長
に
よ
る
国
の
部
局
の
「
自
由
使
用
(
m
i
s
e
a
l
a
d
i
s
p
o
s
i
t
i
o
n
)
」
と
い
う
、
二
つ
の
代
替
的
方
針
が
取
ら
れ
た
。

自
由
使
用
と
は
「
議
長
は
議
会
の
議
決
の
準
備
と
執
行
の
た
め
に
、
必
要
な
限
り
に
お
い
て
国
の
出
先
部
局
を
自
由
に
使
用
で
き
る
」
と

い
う
八
二
年
法
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
部
局
の
職
員
の
身
分
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
つ
ま
り
国
家
公
務
員
と
い
う
身
分

<

蝣

'

<

>

の
ま
ま
で
地
域
圏
会
議
長
の
指
揮
下
に
入
り
、
し
か
も
彼
ら
の
人
件
費
は
国
が
負
担
す
る
と
い
う
措
置
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
八
三
年
か
ら
競
争
試
験
に
よ
る
職
員
採
用
が
漸
次
開
始
さ
れ
、
県
や
市
町
村
に
比
べ
れ
ば
な
お
小
規
模
で
は
あ
る
も
の
の
、

表
5
に
あ
る
よ
う
に
、
八
九
年
の
時
点
で
改
革
当
初
に
必
要
と
見
積
も
ら
れ
て
い
た
職
員
数
で
あ
る
三
、
〇
〇
〇
～
四
、
〇
〇
〇
人
規
模

を
ほ
ぼ
達
成
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
職
群
構
成
で
は
、
上
級
管
理
職
に
当
た
る
A
カ
テ
ゴ
リ
ー
職
員
の
比
重
が
県
や
市
町
村
に
比
べ
て

著
し
-
高
-
、
コ
ル
ス
を
除
-
地
域
圏
で
全
職
員
の
四
分
の
1
か
ら
三
分
の
l
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
'
ま
さ
に
こ
の
職
員
構
成
が
、

地
域
圏
職
員
の
ポ
ス
ト
が
「
別
の
キ
ャ
リ
ア
の
た
め
の
有
利
な
通
過
点
」
で
あ
る
と
い
う
国
の
上
級
公
務
員
の
側
の
意
思
を
強
-
反
映
し

(
6
)

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
十
分
注
意
し
て
お
-
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
単
に
、
旧
法
制
下
地
域
圏
知
事
の
下
で
勤
務
し
て
い
た
「
地

(
7
)

域
圏
特
命
団
(
M
i
s
s
i
o
n
R
e
g
i
o
n
a
l
e
)
」
メ
ン
バ
ー
を
大
幅
に
譲
り
受
け
た
と
い
う
事
情
を
示
す
に
止
ま
ら
ず
、
八
四
年
に
制
定
さ
れ
た
「
統

o

l
地
方
公
暫
貝
法
」
が
い
ま
だ
に
十
分
な
実
効
性
を
持
た
な
い
な
か
で
、
な
お
「
国
家
公
務
員
の
養
魚
池
へ
の
訴
求
は
不
可
避
」
な
状
況

を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
^
)
　
D
.
T
u
r
p
i
n
,
o
p
.
c
i
t
,
p
p
,
9
5
-
1
0
0
.

(̂
)　ibid.,pp.102-103.

(
3
)
　
県
レ
ベ
ル
に
お
け
る
「
県
役
所
」
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
制
度
改
革
と
知
事
団
≡
・
完
)
」
『
虞
島
法
学
』
第

十
二
巻
四
号
(
平
成
元
年
三
月
)
へ
　
二
三
六
-
二
三
八
頁
参
照
。

(
^
O
 
P
.
K
e
r
a
u
d
r
e
n
,
a
r
t
.
c
i
t
,
p
.
6
2
9
.
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(
"
>
)
　
D
.
T
u
r
p
i
n
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
p
.
3
2
5
-
3
2
7
.

<
」
>
)
　
P
.
K
e
r
a
u
d
r
e
n
,
a
r
t
.
c
i
t
.
,
p
.
6
3
4
.

(
t
-
)
　
D
.
T
u
r
p
i
n
,
o
p
.
c
i
t
,
p
p
.
3
1
8
-
3
2
1
.
テ
ユ
ル
パ
ン
に
よ
れ
ば
'
例
え
ば
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
・
コ
-
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
地
域
圏
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
目

的
の
た
め
に
民
間
機
関
で
あ
る
地
域
圏
集
団
輸
送
協
会
や
観
光
協
会
を
設
置
し
て
'
こ
う
し
た
機
関
と
の
間
で
協
定
を
結
ぶ
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
事
実

上
の
職
員
を
充
当
し
て
い
た
。

(
-
-
)
　
J
.
-
P
.
L
e
r
e
s
c
h
e
,
o
p
.
c
i
t
,
p
.
7
2
.
ま
た
へ
県
レ
ベ
ル
に
お
け
る
類
似
の
事
態
に
つ
い
て
は
へ
前
掲
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
制
度
改
革
と
知

事
団
(
二
・
完
)
」
へ
　
二
四
四
-
二
四
八
頁
参
照
o

(
3
)

地
域
圏
の
イ
メ
ー
ジ

の

　

　

識

　

)

識

　

　

意

　

%

意

　

　

属

　

(

属
　
　
帰

帰
　
　
い

の
　
　
強

S
^
^
^
^
^
^
s

体
)
　
最

治
8
7
　
に

自
1
9
　
れ

級
　
i
　
*
-
J諾
5vs91 7891

料町市市都 33 63

県 5 6

圏域也 11 31

;/ンラフ 54 93

,J>
なちにこど 5 4

答回無 1 2

・

'

一

J,:I:

誓
脱㌶欄

票
似
霊

㍉q出

と
こ
ろ
で
、
こ
の
段
階
の
将
来
を
左
右
す
る
要
素
の
一
つ
と
し
て
の
国
民
あ

る
い
は
地
域
圏
住
民
自
身
の
判
断
は
、
と
-
に
地
域
圏
の
よ
う
な
「
若
い
」
制

度
に
と
っ
て
は
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
表
6
は
'
国
民
が
国
お
よ
び

三
層
の
自
治
体
の
ど
れ
に
最
も
強
い
帰
属
意
識
を
持
っ
て
い
る
か
を
尋
ね
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
地
域
圏
は
、
県
の
倍
以
上
の
「
支
持
」
を
国
民
か
ら
得
て

い
る
こ
と
と
と
も
に
、
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
な
国
民
の
意
識
に
お
け

る
「
国
民
国
家
」
　
の
枠
の
稀
薄
化
の
兆
候
も
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
図
2
は
'

よ
り
直
裁
に
県
と
地
域
圏
の
ど
ち
ら
が
政
治
・
行
政
の
段
階
と
し
て
将
来
性
を

も
っ
て
い
る
か
を
尋
ね
た
際
の
'
八
六
年
か
ら
九
一
年
ま
で
の
回
答
の
推
移
を

示
し
て
い
る
。
多
少
の
変
動
は
あ
っ
て
も
、
県
へ
の
期
待
が
停
滞
し
て
い
る
の

に
反
し
て
'
地
域
圏
は
ほ
ぼ
持
続
的
に
「
支
持
率
」
を
高
め
て
い
る
。



Lでるな

㈲
　
枇治

T

　

　

&

題

　

　

政

課
　
　
　
行

と

　

な

職
　
憾

n

　

　

　

よ「

圏
　
行
　
が「

け
　
の
　
の

お
　
来
　
圏

に
　
将
　
域

ス
　
　
　
地

ン

　

2

　

と

"

図

県『

っ
J
4l
l

S
E
I
-
I
禁

t
d

e
＼
㍉L

p
H
p
芸
・
:
a

e
"
n

P
a

r

。
。
o
o
e
n
i
-
[
地
霊

:
=
・
t
.
.
・
:

8
7
霊
1

崇所

出

iiiiiL

v
w

ヽ
一カ^

つ
よしでH

i
ベるれわ行m定決

階　VJ

段
　
階

定
　
段

決
　
の

の
　
ど

題
　
は

課
　
題

政
　
課

行
　
政行

7

　

の

表
欣
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定決線路のGVT 7 7
1
ll 92 54 7

定決線路の路道逮高 6 C
I
2 53 C

l
3 5

置設の学大 5 5C
]

53 9C
l

6

院病 8 23 23 32 5

容内の育&き・/・rli
せさ展& 41 72 13 71 11

定設の区地・工 oc2 92 03 7 6

置読の,Vンセ莱商模規大 63 43 02 3 7

拷経の動港る⊥1ノ
おK
J
臥地村農 63 .28 32 6 7

援支の/動活済m方地 73 C
l
12 8 8
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学
在
法
所
摘
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域

地

び

よ

お

名

圏

域

地
8

表

名圏域地
圏

名

域

府

地

首

レ、ノj
ブスーフトスtsザレ7ノ

ア 3X
,

19

)ドレI+
亘メーチ辛ア 25 76

メンレユニiタレノブ 06 r/j
7

の.アレレノオレ,ノトンサ T
l
5 94

メンデレ,一ノ
アユニ,守ノンヤシ 76 13

メレー′マレ,一ノユシンロヤシ

のソンザブチンコユシンラフ .66 37

リヾノスンラフドレ,ノ
イ 64 67

エリ''/ンモンヨシレ
.
メクツドグンラ 56 37

ユジ
jwリンザjム=

ノ
36 17

?¥ツメメ

.
jレロ 56 24

¥sjレI+jけj'*Yレピイデ、、＼ 16 37

レーノー
リレカドヾノレノjノ 63 36

■アjレ,ノイデンマレノノトーオ 65 77

、トンナレメjワロ}フドイペ 74 55

のア、、＼
アイデレ,一ノ

カピ 96 07

エイチワポトンチヤシトワポ 55 0in.

レ,ノユ
ジグトーコプレ,一

ノ

アスンアヴロブ
33 C

I
6

ユイセレー一ノマ

一ヨリブレメアメjロ 07 67

鵬
恥
1　　　　9∵

-

　

　

　

　

　

　

.

-

調
　
.
冒

L
　
.
t
S

だ

　

抽選
'/;

そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
な

世
論
の
地
域
圏
支
持
を
ど

の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か

に
つ
い
て
は
、
若
干
の
留

保
が
、
例
え
ば
世
論
の
支

持
の
内
容
は
i
体
ど
の
よ

う
な
も
の
か
の
確
認
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
表
7
は
、

具
体
的
な
行
政
課
題
を
挙

示
し
て
三
層
の
自
治
体
の

特
有
の
任
務
を
尋
ね
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
現

れ
る
数
字
の
か
ぎ
り
で
は

国
民
の
判
断
は
必
ず
し
も

明
確
と
は
言
え
な
い
。
市

町
村
の
任
務
が
近
隣
サ
ー
ビ
ス
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
集
中
し
て
比
較
的
明
瞭
に
意
識
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
'
地
域
圏
は
高
速
道
路
の

路
線
決
定
で
は
国
と
、
病
院
あ
る
い
は
工
業
地
区
の
造
成
に
お
い
て
は
県
と
競
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
僅
か
に
、
大
学
の
設
置
や
教
育

(
-
)

内
容
の
決
定
な
ど
、
教
育
行
政
の
領
域
に
お
い
て
地
域
圏
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
固
定
さ
せ
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
表
8
は
'
地
域
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㌣
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で

地
`
-
　
*
　
　
所昭一

圏
民
に
対
し
て
自
分
が
居
住
す
る
地
域
圏
名
と
首
府
の
認
知
度

に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ア
ル
ザ
ス
な
ど
一
部
の

地
域
圏
を
除
け
ば
、
国
民
の
な
か
で
そ
の
存
在
そ
の
も
の
が
決

し
て
確
固
た
る
定
着
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
ベ
ル
シ
ュ
ロ
ン
の
言
う
よ
う
に
、
平
均
的
な
フ
ラ

ン
ス
人
に
と
っ
て
の
地
域
圏
と
は
「
補
助
金
の
追
加
的
供
給
源
」

で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
「
現
代
性
と
変
革
の
た
め
の
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
t
段
階
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
、
し
か
し
希
望
を
学
ん
だ

】
m

イ
メ
ー
ジ
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
熟
慮
の
う
え
で
県

か
地
域
圏
か
の
選
択
を
行
っ
た
結
果
の
支
持
で
あ
る
と
は
必
ず

し
も
言
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
圏
の
任
務
を
地
域
圏
会

議
員
と
同
時
に
尋
ね
た
図
3
に
よ
っ
て
も
例
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
地
域
圏
は
そ
の
固
有
の
事
業
に
専
念
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見

が
議
員
の
側
で
四
分
の
三
近
-
を
占
め
る
の
に
対
し
て
、
逆
に
一
般
世
論
は
市
町
村
や
県
の
事
業
へ
の
援
助
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
に
圧

倒
的
に
傾
斜
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ま
た
へ
立
法
段
階
県
と
地
域
圏
の
二
者
択
一
を
放
棄
し
た
社
会
党
政
権
の
判
断
は
、
そ
の
か

(
3
)

ぎ
り
で
こ
の
よ
う
な
世
論
に
忠
実
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
へ
　
六
四
年
以
降
次
第
に
形
成
さ
れ
、
八
二
年
改
革
立
法
の
成
立
と
そ
の
実
施
の
な
か
で
強
ま
っ
て
い
-
「
地
域
圏
制
度
の
結

o

晶
化
作
用
」
、
す
な
わ
ち
「
地
方
の
公
共
問
題
と
そ
の
解
決
策
を
地
域
圏
の
枠
組
み
の
中
で
構
想
L
か
つ
創
出
す
る
」
と
い
う
習
慣
が
、
議

員
、
行
政
官
そ
し
て
国
民
の
中
に
生
じ
て
い
る
こ
と
は
決
し
て
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
活
動
を
支
え
る
権
限
へ
財
政
そ
し
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て
そ
の
実
態
が
、
次
の
検
討
対
象
と
な
る
。

(
蝣
-
1
)
　
C
.
G
r
e
m
i
o
n
,
a
r
t
.
c
i
t
.
,
p
.
5
8
.
グ
レ
"
]
オ
ン
に
よ
れ
ば
'
リ
セ
の
地
域
圏
移
管
後
へ
さ
ら
に
大
学
管
理
権
限
の
移
管
の
願
望
の
高
ま
っ
て
い
る
o
そ

ぅ
し
た
事
例
の
場
合
、
世
論
は
地
域
圏
が
パ
リ
ほ
ど
行
政
的
に
鈍
重
で
は
な
-
、
県
や
都
市
自
治
体
ほ
ど
割
拠
主
義
的
で
は
な
い
段
階
と
見
倣
し
て
い
る

と
い
う
。
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s
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o
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o
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r
,
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o
.
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,
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2
p
.
3
1
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(
3
)
　
実
際
に
世
論
調
査
に
お
い
て
、
農
村
部
の
住
民
は
地
層
圏
段
階
の
強
化
に
よ
る
「
自
県
の
首
府
」
の
消
滅
を
危
倶
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
C
.
G
r
e
m
i
o
n
,

art.cit,p.59.
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